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弘 議員

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
や

運
転
免
許
証
返
納
者
な
ど

公
共
交
通
や
他
者
の
協
力

無
く
し
て
は
外
出
で
き
な

い
方
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
を
助
成
し
、

買
い
物
や
通
院
等
日
常
生

活
の
利
便
性
の
向
上
と
外

出
時
に
お
け
る
経
済
的
、

精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

助
成
事
業
に
つ
い
て
、
利

用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
広
野
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
発
電
は
、

石
炭
を
ガ
ス
化
し
複
合
発

電
設
備
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
従
来
型
石

炭
火
力
よ
り
も
高
効
率
で

発
電
で
き
る
発
電
所
で
、

広
野
火
力
発
電
所
構
内
に

お
い
て
、
平
成
29
年
よ
り

工
事
に
着
手
し
、
令
和
３

年
３
月
よ
り
試
運
転
を
開

始
し
９
月
の
本
格
稼
働
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
災
害
時
に
お

け
る
（
株
）
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と

広
野
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
パ
ワ
ー
合

同
会
社
の
連
絡
体
制
と
町

に
対
す
る
連
絡
体
系
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

北
郷

北
郷

町
長

　
75
歳
以
上
の
高
齢
の
方
、

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
、

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

等
を
対
象
と
し
、
合
計
で

８
５
０
人
の
方
が
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
の
利
用
に
お
い

て
、
１
枚
５
０
０
円
券
の

タ
ク
シ
ー
券
を
最
大
１
人

24
枚
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
６
月
１
日
現
在
１
０
７

人
の
申
請
が
あ
り
、
２
５

６
８
枚
の
タ
ク
シ
ー
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
現
在
１
５
１

枚
、
７
万
５
５
０
０
円
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

町
長

　
平
成
29
年
２
月
１
日
、

(

株)

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
広
野
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
パ
ワ
ー
合
同
会
社

の
両
発
電
所
は
構
内
の
連

絡
体
制
に
つ
い
て
、
相
互

連
携
・
協
力
基
本
協
定
の

締
結
に
よ
り
、
災
害
発
生

時
の
通
報
連
絡
体
制
が
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発
電
所
構
内
に
お
い
て

火
災
、
人
身
災
害
等
の
事

象
が
発
生
し
た
場
合
、
予

防
規
定
及
び
防
災
規
定
に

基
づ
き
、
両
発
電
所
か
ら

町
に
情
報
が
入
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
８
月
、
広
野

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
パ
ワ
ー
合
同
会

社
が
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

特
定
事
業
所
と
し
て
県
か

ら
指
定
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
、
出
火
、
爆
発
、
石

油
等
の
漏
洩
等
の
異
常
現

象
等
が
あ
っ
た
場
合
、
福

島
県
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏

タ
ク
シ
ー

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

助
成
事
業
の
利
用
状
況
は

町
長
／
１
０
７
人
に
２
５
０
０
枚
発
行

災
害
時
の
連
絡
体
制
は

町
長
／
協
定
に
よ
り
連
絡
体
制
確
立

広野ＩＧＣＣ

組
合
消
防
本
部
を
通
し
、

町
に
情
報
が
入
り
ま
す
。
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畑
中

　
５
月
16
日
に
住
民
説
明

会
が
行
わ
れ
た
（
株
）
五

大
と
草
野
建
設
（
株
）
の

土
砂
搬
入
計
画
に
つ
い
て
、

住
民
説
明
会
の
お
知
ら
せ

は
第
４
行
政
区
だ
け
に
行

わ
れ
た
よ
う
で
す
が
第
３

行
政
区
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
ま
た
、
こ
の
現
場
か
ら

出
る
水
が
折
木
川
に
流

れ
、
周
辺
に
影
響
が
な
い

か
、
住
民
が
心
配
し
て
お

り
、
町
も
工
事
の
状
況
を

把
握
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。

　
町
は
住
民
に
対
し
て
説

明
は
し
な
い
の
で
す
か
。

畑
中

　
学
校
給
食
に
関
し
て
、

(

株)

広
野
町
振
興
公
社
の

管
轄
は
ど
こ
ま
で
で
す
か
。

　
給
食
調
理
場
に
、
配
管

が
床
の
上
に
出
て
い
る
場

所
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

調
査
し
て
改
善
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

畑
中

　
福
島
第
一
原
発
事
故
の

現
場
で
溜
ま
り
続
け
る
汚

染
水
を
海
洋
放
出
す
る
と

政
府
が
決
定
し
ま
し
た
が
、

県
民
は
簡
単
に
は
認
め
ら

れ
な
い
状
況
で
す
。

　
漁
業
者
や
農
林
業
、
生

協
連
等
４
団
体
の
反
対
表

明
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
、
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
海
洋
放
出
は
、

自
然
に
も
、
人
間
に
も
や

さ
し
く
な
い
方
法
だ
と
思

い
ま
す
が
、
海
洋
放
出
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

土
砂
搬
入

給
食
調
理
場

汚
染
水

町
が
町
民
に
説
明
す
べ
き
で
は

町
長
／
必
要
が
あ
れ
ば
県
と
共
に
説
明

配
管
の
改
善
を

教
育
長
／
改
善
し
安
全
対
策
に
取
り
組
む

反
対
意
見
に
つ
い
て
の
考
え
は

町
長
／
国
が
万
全
な
対
策
を
取
る
べ
き

町
長

　
県
が
募
集
し
て
い
る
公

共
工
事
建
設
発
生
土
の
有

償
民
間
受
入
地
に
（
株
）

五
大
と
草
野
建
設
（
株
）

が
登
録
申
請
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
県
の
指
導
の
も
と
事
業

が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
町
民
へ
の
説

明
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
発
注
者
で
あ
る
県

と
共
に
説
明
会
を
行
な
い

ま
す
。

　
土
砂
を
運
搬
す
る
車
両

が
第
３
行
政
区
内
を
通
過

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
県
の

指
導
の
も
と
事
業
者
に
説

明
す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

　
排
水
先
の
折
木
川
へ
汚

濁
水
が
流
れ
込
ま
な
い
よ

う
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
に
要
請
す
る
と
共
に
、

水
質
汚
濁
状
況
の
情
報
を

共
有
し
、
現
場
を
監
視
し

て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

　(

株)

広
野
町
振
興
公
社

へ
の
委
託
業
務
は
、
調
理

業
務
、
給
食
配
送
業
務
及

び
衛
生
管
理
業
務
で
す
。

　
常
時
、
配
管
が
出
て
い

る
こ
と
は
な
く
、
フ
ラ
イ

ヤ
ー
や
回
転
釜
を
使
用
す

る
際
に
、
一
時
的
に
調
理

台
を
移
動
し
て
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
配
管
が
一

部
表
に
出
ま
す
。

　
施
設
、
設
備
及
び
備
品

の
営
繕
計
画
に
お
い
て
配

管
の
改
善
を
行
い
、
安
全

管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
長

　
国
か
ら
の
説
明
が
十
分

に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
結
果

で
あ
り
、
理
解
を
得
る
た

め
、
国
が
責
任
を
持
っ
て

全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
処
理
水
の
取
り
扱
い
の

実
態
と
安
全
性
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
更
な
る
丁

寧
な
説
明
と
社
会
的
合
意

形
成
の
両
輪
か
ら
、
国
民

の
理
解
を
得
る
た
め
万
全

な
風
評
被
害
対
策
を
講
じ
、

万
が
一
風
評
被
害
が
発
生

し
た
場
合
の
賠
償
な
ど
、

国
が
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

小学校の給食時間


